
発行人／株式会社ケアプラス本社 ／〒105-0014東京都港区芝3-40-4三田シティプラザ2階TEL ／0120-8556-39ＨＰ ／http://www.care-plus.co.jp

間瀬施術師
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下肢筋力低下予防・メンタルケア・座位バ
ランスの安定化<

中
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>

ＱＯＬの維持・身体状況の維持

ＱＯＬ向上をもたらす鍵は。
自分の足で立てるようになりたい、

というご本人の要望から始まった
施術でしたが、ご本人や奥様、ケ

アマネジャー様とその人らしく生
活するために何が必要か考えて

いった結果、当初はあまり問題視
していなかった極度の円背に対して

アプローチすることになりました。
強度な前屈姿勢の矯正は難しい点

もありましたが、その後姿勢の改
善が図られ、上肢を自由に使える

ようになりました。それらにより、
自分でできることを増やしたいとい

う意欲が増し、施術師との非常に
厚い信頼関係構築にもつながりま

した。癌の進行による身体状況の
悪化にも負けず、疼痛改善による

終末期のメンタルケア効果もあり、
初期に形作られた
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名古屋営業所 木股相談員
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今回のケースは、施術によってＡＤＬが向上した後に癌が進行し、ＡＤＬと身体状

況の悪化という経過をたどりながらも、一貫して取り組んできたＱＯＬ向上のため

の支援が奏功して穏やかな生活を安定することができた事例になります。病状の

変化がご本人だけでなく奥様の負担や不安へと結びつく中、状態に応じた施術・指

導・相談など多角的な取り組みによりご夫婦ともにＱＯＬを維持することにつなが

りました。初期から緩和ケア期に至るまでの施術のポイントに焦点を当てました。
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姿勢が以前より改善したことで手が
自由に使え、ものが持てるようになり、

ものづくりもできるようになりました。
生きて行く中で楽しみや喜びが増え、

施術師の訪問そのものがご本人の生き
る気力を産み出しているようでした。

奥様にとっては施術師はご主人の体の
変化を身近で把握している相談相手。

何でも話せる関係が心強いとお言葉を
いただきました。初期から緩和ケア期

までの関わりを通し、私たちにとって貴
重な経験となった事例です。■自分でコップを持って、大好きなコーヒータイム。

ごごごご利用者利用者利用者利用者ＫＫＫＫ様様様様（（（（73737373歳歳歳歳・・・・男性男性男性男性））））
傷病名傷病名傷病名傷病名：：：：腰椎圧迫骨折腰椎圧迫骨折腰椎圧迫骨折腰椎圧迫骨折・・・・前立腺癌前立腺癌前立腺癌前立腺癌

パーキンソンパーキンソンパーキンソンパーキンソン病病病病・・・・脳梗塞脳梗塞脳梗塞脳梗塞 最初最初最初最初はははは、、、、自分自分自分自分のののの足足足足でででで立立立立ちたいちたいちたいちたい
というというというという願願願願いからいからいからいから。。。。

当初、ご本人からは自分の足で立て
るようになりたい。というニーズが聞か

れました。ご家族は自宅で生活させた
いので介護負担を減らしたいとお考え

で、ケアマネージャー様からもご本人
に加えご家族の介護技術指導について

の要望がありました。また余命３か月
という診断があったため、ＱＯＬの維持

が重要な課題となりました。
ご利用者からのニーズ

ご本人らしい生活を取り戻すために、必要と判断した円背へのアプローチ。 まずは自分の力で立つことを目標に、下肢のマッサージ運動法を実施。長年長年長年長年のののの生活習慣生活習慣生活習慣生活習慣からのからのからのからの円背状態円背状態円背状態円背状態
がががが、、、、圧迫骨折圧迫骨折圧迫骨折圧迫骨折によりによりによりにより悪化悪化悪化悪化しししし筋力筋力筋力筋力もももも

低下低下低下低下していましたしていましたしていましたしていました。。。。またまたまたまた足足足足のふらつのふらつのふらつのふらつ
きからきからきからきから、、、、パーキンソンパーキンソンパーキンソンパーキンソン病病病病がががが発覚発覚発覚発覚しししし、、、、両側脳深両側脳深両側脳深両側脳深部刺激装部刺激装部刺激装部刺激装置置置置をををを装着装着装着装着されていされていされていされていましたましたましたました。。。。

ＱＯＬを維持し、
穏やかな生活を保つことに成功しています。

【
治
療
内
容
】

まずは下肢のマッサージや関節のリラ
クゼーション、足や股関節などの運動か

ら治療をはじめ、改善が見られるように
なってからはさらに座位での姿勢保持機

能の維持・向上を目標にプッシュアップな
ども取り組んでいただきました。ご本人

だけでなく奥様も交え、介護指導を実
施しました。その後、癌の進行と共に緩和ケア期に

入られたことから、疼痛を軽減しＱＯＬ
を維持する方針に切り替えました。

さらに、ご本人だけでなく奥様のＱＯ
Ｌの維持も非常に重要と考え、相談支

援につとめました。
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